
文理のジェンダーギャップを

問い直す

早稲田大学 教育・総合科学学術院

濱中淳子



自己紹介

1993.3

1993. 4～

2003. 2～

2006. 4～

2007.10～

2012.10～

2016. 5～

2017.4～

2019.4 ～

富山県立富山中部高等学校理数科卒業

東大理Ⅱ→教育学部→教育学研究科

東大教育学部でポスドク（COE）

リクルートワークス研究所 研究員

大学入試センター研究開発部助教

同准教授

同教授

東京大学高大接続研究開発センター教授

早稲田大学教育・総合科学学術院教授

高大接続・入試政策

大学生の学習行動

高校生の進路選択

社会人の学習

大学院教育

教育費世論

学歴の効用





違和感のようなもの…？



✓ 大学入試センター研究開発部時代に

実施した調査。

✓ 2012年4月に高校に入学した生徒を

対象にしたパネル調査。３年間で５

回のアンケート＋聞き取り。

✓ 首都圏公立進学校4校、中堅校6校。

この調査でみえた高校生の姿を
前提にしたときに気づく
「リアリティのなさ」





どの学力層も等しく
比率が小さいというわけではない



理工農系の進学を検討
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理工農系or医療系の進学を検討
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文理のジェンダーギャップ問題≒中堅校女子問題



データからみえた中堅校の特徴

１．学習を誘引する要因の不在

→定期考査、大学入試の影響力小

２．未熟なタイムマネジメント力×部活動

３．チャレンジ精神？
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受験に合格できそうでも、進学した後に勉強に
ついていけなさそうな学校であれば、進学先と
して選ばない



データからみえた中堅校の特徴

１．学習を誘引する要因の不在

→定期考査、大学入試の影響力小

２．未熟なタイムマネジメント力×部活動

３．チャレンジ精神？

中堅校問題であるにもかかわらず
「進学校的発想」で議論されていないか？



数学受験を避けた進路選択
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数学受験を避けた進路選択
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数学受験を避けた進路選択
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この状況を活かしつつ、ジェンダーギャップ問題の解決を模索する
という方向性も考えられるのではないか？

「ストレートなキャリアプラン前提」で議論されていないか？
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